








































【資料３】

1 ご自身に該当するものについて
②支援関係者の内訳

① 市職員 3 18

② 支援関係者 37 12

③ その他 2 6

1

2 日頃の相談業務の中で、住まいに関する相談は受けたことがありますか

① はい 33

② いいえ 9

3 ２の質問で①はいと答えた方について。今までどのような機関に繋いでいましたか

① 住宅課 19

② 相談先が分からない 2

③ その他 14

※一部複数回答、無回答あり

4 高齢者や障害者等への入居支援に対する考えは、研修の受講前と比べて変わりましたか

① とても変わった 21

② 少し変わった 19

③ あまり変わらなかった 2

④ 全く変わらなかった 0

5 本日の研修に参加しようと思った理由を教えてください

裏面参照

6 本日の研修内容はいかがでしたか

① とても良い 29

② 良い 11

③ 普通 1

④ 良くない 0

※一部複数回答、無回答あり
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3 今までどのような機関に繋いでいましたか。（主な回答）

・居住支援法人 ・グループホーム

・不動産屋 ・障害当事者団体

・TOKYO　チャレンジネット ・生活サポート窓口

・ケースワーカー ・オーナー

・サービス付き高齢者向け住宅 ・一般社団法人全国保証機構

・地域包括支援センター

5 本日の研修に参加しようと思った理由を教えてください。（主な回答）

・最近居住支援の相談を受けることが増えたため

・今後の住まいに関する相談支援に活かすため

・居住支援についての知識、技術を得るため

・今後業務に必要な場面が増えるため

・現状と解決策について知りたかったため

・高齢者の住まい探しは大変かつ重要であるため

・住宅探しに難しさを感じていたため

・地域包括ケアシステムの概念図での「住まいと住まい方」は重要なキーワードと思ったため

・高齢者に物件を貸しているので実態が知りたかったため

・住まい探しのセミナーを企画しているため

6 本日の研修はいかがでしたか。（主な回答）

・視点が変わった

・住まい探しの厳しさが想像以上だった

・ケアマネ等対象者が幅広くて良かった

・家財整理について参考になった

・今後の業務にとても役立つ内容だった

・支援者側がまず今の現状を把握する必要があると気付いた

・西東京市の高齢者を取り巻く現状を知ることができた

・住宅探しの流れや仕組み、受け入れ状況等を知ることができた

・支援者としてどのようなサポートをしていけばいいのか勉強になった

・仲介会社、管理会社、オーナー側の本音や事情をよく理解できた

・リスクを考えることが多かったが、そもそも安くてそんなに便利なアパートがあるわけないと痛感した

・知らないことも多く、各立場の意識の違いが分かりとても勉強になった

・専門の方のお話を聞くことができ、支援側だけでなく、オーナー側の心境なども知ることができた

・両面のメリット・デメリットをふまえて、住まい探しの案内をしていきたい

・立場によってわかっていることや得意分野は様々で、お互いに共有できる機会を持つことが大事

・住まい方を支援するのが支援関係者としての役割であることを改めて認識した


